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申第２号
「松本統括センター乗務ユニットで発生した
モバイルバッテリーからの発火について」に関する緊急申し入れ

交渉速報

長野地本は12月19日、申第２号「松本統括センター乗務ユニットで発生
したモバイルバッテリーからの発火について」に関する緊急申し入れにつ
いて、長野支社と団体交渉を開催しました。

１．長野支社で管理している全てのモバイルバッテリーについて総点検を行うこと。

会社回答：長野支社管内の全職場を対象に、業務用モバイルバッテリーの点検と調査を実施し、再
発防止に向けて管理方法等の徹底を図っているところである。

【議論の要旨】
組合：原因は何か？
会社：消防署の見解も踏まえ、劣化、落下も含めた要因により発煙発火につながったと認識して

いる。
組合：点検結果を踏まえた会社の考え方は？
会社：日頃から在姿状態の確認と置き場所の清掃を行う。また購入から２年を超えているものに

ついては交換することで再発防止を図る。

２．業務用タブレットに給電出来るように車両の改修を行うこと。

会社回答：現時点で改修計画はない。

【議論の要旨】
組合：改修するつもりがないのか？それとも、できないのか？
会社：127系、211系については運転室にコンセントがあるが、定格オーバーの関係で“タコ足”

 ができない。今後新造される車両については、Ｅ７系やＥ353系のように直接電源を取る
ことが主流になると考えている。モバイルバッテリーから発火があったのは本社も承知し
ているので、しかるべきところで長野支社として声を上げていく。

リスクを最小化するために職場から声を上げよう！
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